16
NO-１６
	区　分


	ﾌﾟﾛｾｽ技術教育

（基礎教育）


	プロセス技術「Q&A」
	主 管

分 類
	 FLG

	Q：ＮＯ１６　オイルダンパーは、なぜ設置されているのですか？
A：　　　　　装置の振動が多いと配管の破損の原因となるので振動を吸収するのにダンパーを設置している。
オイルダンパー、スプリングダンパー、アームダンパーなどがありその場所の用途によりダンパーを選び設置している。
ダンパーは、装置全体での振動計算が行われ、適切な位置に設置され、振動を吸収している。



29
NO-２９

	区　分


	ﾌﾟﾛｾｽ技術教育

（基礎教育）
	プロセス技術「Q&A」
	主 管

分 類
	 計装

	Q：２９　　流量計にエチレングリコールの入っているのと入っていないのがあるが、何故ですか？
A：　　　　計装の検出ラインへドレンが混入すると誤った指示をだすため、この様な可能性があるものには、エチレングリコールを封入しています。
　エチレングリコールは、水より比重が重いので、外部からの混入が防止出来ます。　（不凍液なので凍結の恐れはありません）
　エチレングリコールを入れる基準は、明確にはされていませんが、計装では次の２点をベースに封入しているそうです。
＋　液体がガスで、ドレンがあるもの
＋　軽い油で、ドレンがあるもの
通常、エチレングリコールを入れたものは、シール溶液タイプとして封入済みの表示がされていますので、指示は不良の場合、シール液の補充を行ってください。
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	プロセス技術基礎教育
	プロセス技術「Ｑ＆Ａ」
	

	Ｑ．
ラプチャーディスク（ＲＤ）とは何ですか。
また当課ではどこに使われていますか。
Ａ．
ラプチャーディスクとは破裂板のことで薄板安全弁とも呼ばれている。
金属製の薄板が破裂することによって、設備内部のガスを排出し、設備の破壊を防止する。バネ式安全弁と異なって、破裂板の作動により圧力が降下しても吹き止まることがない。
破裂板はバネ式安全弁に比べて構造が単純なため、開放時間は開き始めから全開まで極めて短時間であるから、異常圧力の昇圧速度が速く、バネ式安全弁が不適な場合に用いると効果的である。
破裂板は一度作動すると再使用は不可能であるため、取り付ける際には同種類のものを作動テストして、性能を確かめてから取り付ける。
当課ではＨＤＤ装置のＥ－１００５のチューブ側（ＣＴＷ）出口配管に設置されている。設置理由はチューブに割れが発生した場合を考慮して、炭化水素のリキッドとベーパーをフレアーに逃がして、ＣＴＷ出口配管の破裂を防ぐためである。
（チューブ側設計圧力６１．８kg/cm2、ＣＴＷ側配管１５０ポンド）



	プロセス技術基礎教育
	プロセス技術「Ｑ＆Ａ」
	

	Ｑ．

ＳＤＭでＥ―４１０５を解体した時見たのですが、チャンネルカバーとフローティングカバーの内側に金属片が数個取り付けられていました。これは何のために取り付けられているのですか、またそれは何ですか。
（Ｅ－４１０５のチューブ側は海水である）
Ａ．
流電陽極方式による陰極防食法と言う。いわゆる「防食」を目的として取り付けられたもので、亜鉛合金でできたものは、「ＺＡＰｻﾞｯﾌﾟ」と言います。
[image: image2.png]ISRl

Y,
/4NN

iR




流電陽極方式とは亜鉛、アルミニウム、マグネシウムなどの低電位にある金属を被防食金属と接触し、両金属間の電位差による電池作用により防食電流を発生させ、防食を達成する方式です（右図参照）これらの低電位金属は電流を流して、みずからは消耗するので流電陽極又は犠牲陽極と言われています。流電陽極の基本的な条件として次のような点をあげることができます。

(1) 被防食金属の防食電位に対し十分に低い電位のものであること、尚使用中にも常にこの電位を保つこと。（イオン化傾向の原理）
(2) 自己腐食が少ないこと
現在実用されている流電陽極材料としてはマグネシウムと、アルミニウム、亜鉛及びそれらの合金があり、他に銅合金を被防食金属とするときは、純鉄または炭素鋼が用いられることもある。
ａ．マグネシウム及びマグネシウム合金
マグネシウム系陽極は単位面積当たりの発生電流が多く低電位であるために、電導度の大きい海水中では消耗が早いので淡水中での使用に適する。
ｂ．亜鉛及び亜鉛合金

亜鉛系合金は一般に海水中で使用するのに適当である。淡水中では有効電圧が不十分なため用いない方がよい。

ちなみにＥ―４１０５には亜鉛系合金を使用しています。

尚、上記でも述べている通りＺＡＰ（電流陽極）は長く使用していると消耗するので定期的に交換しなければなりません。

又、当課ではＥ－４１０５以外の海水クーラーに対しても同じものが取り付けられてます。



150
NO-１５０

	区　分


	ﾌﾟﾛｾｽ技術教育

（基礎教育）


	プロセス技術「Q&A」
	主 管

分 類
	 全般

	Q：１５０　ホースには、高圧用、スチーム用等有りますが、使用してはいけないケースなど基準を教えて下さい。

A：　　　　それぞれ使う流体の特性を考え使用して下さい。

温度、圧力、酸、アルカリ等に耐えられる物で有れば、どれでも良い。

例えば、Ｎ３５にＵＷ用のゴムホースを使用すれば圧力に耐えられずパンクしてしまいます。又、スチームを流したら温度に耐えられずパンクしてしまいます。

使い勝手を考えれば、ＵＷを流すのに高圧ホースを使用しては、堅くて重くて非常に使いづらいと思います。

一般的には　ゴムホース　　　　ＵＷ、ＵＡ、Ｎ－６

スチームホース　　ＳＴＭ－１０、３

高圧用ホース　　　Ｎ－３５　　　　に使用しています。




